
一
般
に
神
奈
川
の
医
療
史
に
関
し
て
は
次
の
三
つ
の
流
れ
に
大
別
す
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。
第
一
は
鎌
倉
時
代
の
医
療
で
あ
る
。
第
二
は
附

港
か
ら
急
速
に
発
展
し
た
横
浜
を
中
心
と
し
た
西
洋
医
学
の
受
容
で
あ
る
。
第
三
は
最
近
横
浜
な
ら
び
に
県
下
か
ら
発
見
さ
れ
た
江
戸
中
期
か

ら
明
治
期
に
至
る
古
文
書
に
よ
る
研
究
で
あ
る
。

第
一
の
流
れ
は
鎌
倉
時
代
に
測
る
。
源
頼
朝
が
鎌
倉
に
幕
府
を
開
い
て
か
ら
武
家
政
治
が
始
ま
っ
た
。
平
安
時
代
の
貴
族
文
化
は
衰
え
平
民

化
し
て
く
る
の
に
伴
い
、
医
学
は
僧
医
の
手
に
移
っ
た
。
医
学
だ
け
で
な
く
諸
種
の
学
問
が
実
際
的
に
な
っ
て
き
た
。
真
言
宗
、
天
台
宗
、
禅

宗
を
主
軸
と
す
る
仏
教
が
盛
ん
に
な
り
、
一
方
こ
れ
迄
に
な
い
医
療
の
社
会
事
業
が
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

真
言
律
宗
の
宗
祖
と
さ
れ
る
奈
良
西
大
寺
の
長
老
思
円
房
叡
尊
（
一
二
○
一
’
一
二
九
○
）
は
中
世
に
お
け
る
救
療
事
業
の
先
駆
者
と
考
え
ら

れ
る
。
叡
尊
の
高
弟
妙
性
房
審
海
を
迎
え
学
問
寺
と
し
た
の
が
金
沢
文
庫
称
名
寺
で
あ
る
。
文
庫
最
盛
期
に
は
約
五
万
巻
の
蔵
書
が
あ
っ
た
と

医
師
会
前
史
な
ど
の
著
書
に
ゆ
ず
る
。

神
奈
川
県
の
医
学
、
医
療
に
つ
い
て
は
太
古
か
ら
現
在
に
至
る
ま
で
の
連
綿
と
し
た
歴
史
が
あ
る
筈
で
あ
る
。
し
か
し
、
こ
れ
を
系
統
的
に

資
料
面
な
い
し
生
活
面
な
ど
か
ら
捉
え
た
医
史
は
残
念
乍
ら
見
当
ら
な
い
。
本
県
に
お
い
て
は
そ
の
足
跡
を
解
明
し
得
る
も
の
は
殆
ど
無
い

が
、
考
古
学
的
出
土
航
、
な
い
し
民
族
学
的
に
祭
礼
や
行
事
な
ど
か
ら
の
類
推
は
可
能
で
あ
る
。
こ
れ
ら
に
つ
い
て
は
石
原
明
氏
の
神
奈
川
県

会
長
講
演

歴
史
的
に
み
た
神
奈
川
の
医
療

大

滝

紀

雄
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推
定
さ
れ
る
。
文
庫
当
初
の
蔵
書
目
録
は
現
存
し
な
い
が
、
文
献
上
か
ら
推
察
す
る
と
約
三
百
冊
の
医
書
、
そ
れ
も
主
と
し
て
新
渡
来
の
宗
書

を
中
心
と
し
た
も
の
で
あ
っ
た
ら
し
い
。
な
お
称
名
寺
結
界
図
と
古
文
書
に
よ
る
と
、
救
療
施
設
を
有
し
て
い
た
こ
と
が
確
認
さ
れ
て
い
る
。

良
観
房
忍
性
（
一
三
七
’
一
三
○
三
）
の
開
山
に
よ
る
鎌
倉
極
楽
寺
が
救
療
施
設
と
し
て
栄
え
て
い
た
こ
と
は
一
‐
極
楽
寺
伽
藍
図
」
や
桑
谷

の
療
病
舎
、
極
楽
寺
裏
手
に
あ
る
忍
性
五
輪
塔
等
か
ら
推
察
さ
れ
る
。

鎌
倉
時
代
を
代
表
す
る
著
書
と
し
て
は
栄
西
（
二
四
一
’
二
九
五
）
に
よ
る
「
喫
茶
養
生
記
」
（
寿
福
寺
蔵
）
や
梶
原
性
全
（
一
二
六
六
’

一
三
三
七
）
に
よ
る
「
頓
医
抄
」
と
「
万
安
方
」
が
あ
げ
ら
れ
る
。

第
二
の
流
れ
は
・
ヘ
リ
ー
が
浦
賀
へ
来
航
し
た
一
八
五
三
（
嘉
永
六
）
年
に
始
ま
る
。
鎖
国
の
夢
が
破
れ
て
一
八
五
八
（
安
政
五
）
年
日
米
通
商

条
約
が
結
ば
れ
、
横
浜
開
港
と
共
に
短
期
間
の
う
ち
に
港
湾
都
市
横
浜
が
誕
生
す
る
。
そ
の
さ
い
外
国
人
を
中
心
と
し
た
西
洋
医
学
の
移
入
が

活
溌
に
始
ま
っ
た
。
神
奈
川
に
お
い
て
は
お
雇
い
医
師
は
少
な
く
、
系
統
的
な
医
学
教
育
の
実
施
は
見
当
ら
な
い
。

外
国
国
籍
と
し
て
は
米
、
英
、
閲
、
仏
、
独
等
が
あ
り
、
医
師
と
し
て
の
肩
書
き
は
宣
教
医
、
軍
医
、
船
医
、
公
使
館
付
医
官
、
山
手
外
人

病
院
勤
務
医
、
十
全
病
院
（
横
浜
市
立
大
学
医
学
部
病
院
の
前
身
）
勤
務
医
等
種
為
で
あ
っ
た
。
彼
ら
は
臨
床
医
と
し
て
、
あ
る
い
は
コ
レ
ラ
、

。
へ
ス
ト
や
痘
瘡
、
梅
毒
な
ど
の
伝
染
病
に
対
す
る
防
疫
医
と
し
て
活
躍
し
た
。

宣
教
医
と
し
て
は
ヘ
ポ
ン
式
ロ
ー
マ
字
や
聖
書
翻
訳
で
有
名
な
ヘ
ポ
ン
（
米
）
、
初
期
の
十
全
病
院
で
活
躍
し
た
シ
モ
ン
ズ
（
米
）
ら
が
挙
げ

ら
れ
る
。
英
国
公
使
館
付
き
医
師
と
し
て
は
ウ
ィ
リ
ス
が
明
治
元
年
四
月
か
ら
七
月
ま
で
横
浜
軍
陣
病
院
で
わ
が
国
最
初
の
本
格
的
外
科
医
と

し
て
活
躍
、
戊
申
戦
争
の
患
者
治
療
に
当
た
り
、
シ
ッ
ダ
ル
、
ド
ン
グ
ル
イ
、
ゼ
ン
ヶ
ン
ら
と
共
に
働
い
た
。
こ
の
病
院
は
同
年
七
月
東
京
へ

移
り
大
病
院
と
な
り
、
や
が
て
東
大
病
院
に
移
行
す
る
の
で
あ
る
。

山
手
病
院
の
医
師
と
し
て
は
ジ
ェ
ン
キ
ン
ス
、
マ
イ
ャ
ー
、
ダ
リ
ス
ト
ン
（
英
）
、
メ
ク
ル
（
仏
）
、
ウ
ィ
ー
ラ
ー
（
英
）
、
マ
ン
ロ
ー
（
英
）

ら
が
あ
げ
ら
れ
る
。
梅
毒
病
院
で
は
英
国
の
ニ
ュ
ー
ト
ン
、
セ
ジ
ウ
ィ
ッ
キ
、
ヒ
ル
ら
が
働
い
た
。
ま
た
フ
ラ
ン
ス
人
医
師
兼
法
律
家
の
ム
リ

エ
、
同
じ
く
フ
ラ
ン
ス
人
マ
ッ
セ
は
ミ
ュ
ル
レ
ル
、
ホ
フ
マ
ン
来
日
以
前
の
大
学
東
校
で
講
義
を
し
た
。
マ
ッ
セ
は
エ
ル
ド
リ
ッ
ジ
、
ヘ
ー
ル
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シ
（
蘭
、
薬
学
者
）
ら
と
共
に
横
浜
山
手
外
人
墓
地
に
眠
っ
て
い
る
。
こ
の
ほ
か
ウ
ェ
ッ
ダ
ー
（
米
）
ブ
ッ
ヶ
マ
（
剛
）
等
が
挙
げ
ら
れ
る
。

第
三
の
流
れ
は
最
近
と
み
に
注
目
さ
れ
始
め
た
江
戸
中
期
か
ら
明
治
に
か
け
て
の
古
文
書
資
料
に
よ
る
研
究
で
あ
る
。
横
浜
の
歴
史
と
い
う

と
開
港
後
が
脚
光
を
浴
び
、
開
港
前
は
等
閑
視
さ
れ
勝
ち
で
あ
る
。
し
か
し
開
港
の
頃
で
も
現
在
の
横
浜
十
四
区
が
す
べ
て
寒
村
で
あ
っ
た
わ

け
で
は
な
く
、
最
近
鶴
見
区
、
瀬
谷
区
、
金
沢
区
、
緑
区
、
戸
塚
区
な
ど
か
ら
膨
大
な
数
の
古
文
書
が
発
見
さ
れ
、
順
次
整
備
さ
れ
つ
つ
あ
る
。

横
浜
開
港
資
料
館
に
は
い
わ
ゆ
る
地
方
文
書
（
じ
か
た
も
ん
じ
よ
）
約
一
八
○
○
○
点
が
収
集
さ
れ
、
佐
久
間
家
の
も
の
だ
け
で
も
七
○
○
○
点

が
数
え
ら
れ
る
。
横
浜
市
内
だ
け
で
な
く
、
川
崎
、
藤
沢
、
そ
の
他
県
内
各
地
か
ら
発
掘
さ
れ
た
古
文
書
の
解
読
も
始
ま
っ
て
い
る
。
そ
れ
ら

の
中
か
ら
医
学
に
関
係
す
る
部
分
だ
け
を
集
め
た
研
究
は
、
未
だ
殆
ど
手
を
つ
け
ら
れ
て
い
な
い
が
、
大
変
興
味
の
あ
る
テ
ー
マ
で
あ
る
。
武

州
生
麦
村
（
現
在
の
横
浜
市
鶴
見
区
生
麦
町
）
で
名
主
を
勤
め
た
関
口
藤
右
衛
門
家
の
当
主
が
代
代
書
き
継
い
だ
日
記
は
文
化
三
年
か
ら
明
治
三

十
四
年
迄
ほ
ぼ
一
世
紀
に
わ
た
っ
て
書
き
綴
ら
れ
て
い
る
。
こ
う
し
た
長
期
に
わ
た
る
日
記
は
全
国
で
も
珍
ら
し
く
、
初
期
の
名
主
は
医
療
に

も
携
わ
っ
て
い
た
の
で
医
療
に
関
す
る
記
事
も
散
見
す
る
。
幸
な
こ
と
に
こ
の
解
読
が
有
志
に
よ
っ
て
な
さ
れ
、
横
浜
市
文
化
財
研
究
調
査
会

か
ら
「
関
口
日
記
」
と
し
て
出
版
さ
れ
、
現
在
明
治
十
五
年
ま
で
二
十
巻
が
刊
行
さ
れ
た
。

足
柄
上
郡
現
医
師
会
長
の
大
内
行
雄
氏
は
、
祖
先
代
灸
医
業
を
継
ぎ
、
同
家
に
多
数
所
蔵
さ
れ
て
い
る
古
文
書
を
整
理
さ
れ
、
最
近
「
江

戸
中
期
以
降
の
大
内
家
の
古
文
書
」
を
出
版
さ
れ
た
。
一
七
四
七
（
延
享
四
）
年
に
始
ま
る
古
文
書
に
は
き
わ
め
て
興
味
の
あ
る
も
の
も
あ
る

の
で
こ
れ
に
も
触
れ
た
い
。
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